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機能局在論，検証の歴史

400年前 100年前 現在

デカルト （17世紀）
生命機械論

ブロードマン (1909)
脳地図 52 areas

Nature (2016): 180 areas



最近の進歩

Visual image reconstruction Miyawaki et al., Neuron 2008

おそるべき進歩： 大量の信号がとらえられるようになった．
科学全体が定性的理論から定量的実証へと変化しつつある．

例： ブレイン・マシン・インターフェース



関連の話題：深層学習など
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私たちの研究紹介

Korbinian Brodmann
(1868 - 1918)

構造
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信号

firing pattern

Shinomoto et al., 2003; 2009; 2016.
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